
平成３０年度 地域を支える人材育成事業「地域連携強化事業」 

地域の『わ』づくりプロジェクトⅡ 【報告２】 

今年度雄物川高校では、「地域連携強化事業」の一環で、本校で継続しているボランティ

ア活動や交流活動、研究活動を充実させ、更に学校と地域との連携を強化するとともに雄物

川町の活性化を図りました。【報告２】では、すいかプロジェクトの様子を紹介します。 

                                          

平成２９年１２月～平成３０年５月  すいかプロジェクト打ち合わせ 

家庭クラブでは、平成２７年度から「すいかソフトクリーム」の開発・販売活動に取り組

んできました。このプロジェクトは雄物川町に活気を出すために、市役所・高校生・小学生・

ＪＡ・加工者さんなどが協力して取り組んでいます。昨年度、ソフトクリームマシンの確保

が難しくなってしまったので、昨年度１２月に試作・試食を重ねて、「すいかジェラート」

に変えて販売することにしました。試作・試食では、甘さや風味などのバランスについて意

見を出し合い、ちょうどよい「すいかジャム」の分量や価格などを決めました。 

 

   

 

平成３０年６～８月 すいかジェラート販売 

 事前に盛り付けや衛生について佐藤イチ子さんからご指導いただき、当日に向けて準備を

しました。どのイベントでも好評で、今後の改善のためのアンケート調査も行いました。 

【6/23 （土）雄高祭】 

   



【7/16 （祝・月） おもフェス】 

    
 

【8/8 （水） ははは祭り】 

   

【10/6 （土） 五輪坂ひなげしの里 秋穫祭】 

   

 

 始めは、盛り付けに手間取ってしまったり、お客様とのやりとりもぎこちなかったりしま

したが、回数を重ねるごとに上手くできるようになり、自信になりました。また、自分たち

でも課題を見つけて、改善した方がよいところをお互いに声をかけ合うことができるように

なりました。今年は隣の羽後町の施設にも声をかけていただき、雄物川町の特産品の「すい

か」を多くの人に PR することができたと思います。 

 



9 月 すいかジャムについての学習 

【雄物川小学校 学習発表会手伝い】 

 すいかジャムに使っているすいかは、雄物川小学校４年生のみなさんが育てたものです。 

 毎年収穫のお手伝いをするのですが、今年は都合が合わず、お手伝いすることができませ

んでした。学習発表会では、小学生のみなさんがすいかのふるまいをするのを手伝うことが

できました。 

   
 

【すいかジャム作り】 

 食品加工所花工房の佐藤イチ子さんから、すいかジャムの作り方について教えていただき

ました。糖度１２のすいかを糖度５０近くになるまで煮詰めました。すいかを切って、つぶ

して、種を取り除き、煮詰め、保存するという全ての行程で約７時間かかり、食品を加工す

るのには多くの手間がかかるなのだと分かりました。 

   

   



【雄物川小学校とのすいかジャム作り講習会】 

 雄物川小学校４年生のみなさんにすいかジャムの作り方を講習しました。ジャムの作り方

だけでなく、栄養についても説明することができました。 

   
 

   

 

   


